
昭和51年9月（1976年）台風17号と秋雨前線の影響で、1週間にわ
たる豪雨により、各地の家屋の浸水、田畑の冠水、交通のマヒが続
出しました。さらに、9月12日安八町大森地内の長良川右岸堤防が
延長80ｍにわたって決壊し、安八町、墨俣町（現大垣市）の約
1,500haは濁水に呑まれる大惨事となりました。（岐阜県内では、死
者行方不明9名・流出家屋2戸・床上浸水24,209戸）

９．１２豪雨災害（安八豪雨）
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